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平城京と平安京の羅城門―歴史の記録と記憶―
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 はじめに
 
  
桓武天皇は、長岡遷都と平安遷都の二度の遷都を行っている。そ
の結果、平城宮はその後、平城天皇の譲位後の居宮として一時的に利用されたこともあったが、薬子の乱後 旧平城宮に「王」はいなくなり、恒常的な利用はなくなっている。
 
同様に、平城京も、 『三代実録』貞観六年（八六四）十一月七日条
が、 「大和国言す。平城旧京、其東を添上郡、西を添下郡とす。和銅三年に古京より遷 平城を都とす。 ここに両 自ら都邑となる延暦七 、都を長岡に遷す。其後七十七年、都城の道路、変じて田畝となる。 〈後略〉 」と記 ように、長岡への遷都後、わずか七七年で平城京は大きく変化し、それを「道路が田畝」となっていると形容している。
 
 
大宰少貳小野老が「咲く花の匂うが如く、今盛んなり」 （ 『万葉集』
三巻―三二八番）と謳った平城京も、 延暦三年 （七八四）十一月都が長岡に遷都される 、百年を俟たずして往時を偲ぶ便もない有様となっているのである。
 
 
平城宮や平城京の更にその後は、公田や王臣寺社の庄田として史
料に「記録」されているが、そこが平城宮や平城京の故地であったことをどれほど意識し 記録化したかは明瞭にしがたい。
 
 
また、その土地に刻まれた歴史は、 「記録」しても時の経過と伴に
曖昧さを不可避的に増加させ、 「記憶」の領域に入ってしま 、そうした「記憶」すら喪失してしまうことが多い。
 
平城宮跡の場合、明治 建築史家であった関野貞が、地元の人の
「記憶」の中にあった「大黒芝」 （大極が転訛し大黒）と伝承された田圃の中の小高い芝地に大極殿の基壇の一部を 「発見」 したエピソードがあり、平城宮研究の始まった頃 状況をよく物語っている。
 
小論は、羅城門を素材にして、過去の歴史的事実とその記録と記
憶が重層している点に留意して、検討してみるものである
（註１）
。
 
 
１
 
平城京の羅城門
 
  
平城京には、京の南北を走る朱雀大路の南端に羅城門がある。こ
の平城京の羅城門が、都城制研究の現状によれば、日本での羅城門の最初の確実な例である。
 
京の南端にある羅城門を出ると、そこ 大和国司が管轄する大和
国となる。こ ように羅城門は、平城京中央の正門であり、京と大和国との境界に位置することから他の門とは異なる特別の意味をもっていた。
 
それを探るために、 平城京の羅 門の関連する史料 『続日本紀』
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以下の正史から摘出すると、次のようになる。
 
 
史料一、 『続日本紀』天平十九年（七四七）六月十五日条
 
羅城門に雩す。
 
 
史料二、 『続日本紀』宝亀八年四月十七日条
 
遣唐大使佐伯宿祢今毛人等辞見す。但し、大使今毛人、羅城門に到るとき、病と称して留る。
 
 
史料三、 『続日本紀』宝亀十年（七七九）四月三十日条
 
唐客入京す。将軍等、騎兵二百、蝦夷廿人を率いる。京城の門外の三橋に於いて迎接する。
 
  
史料一は、羅城門で祈雨儀礼が行われたことが記されている。こ
れが、 「羅城門」の語の初出である。
 
 
干天が続く日々には、慈雨が欲しい。王権―国家は、民の望みを
かなえるために、施策を用意しなければならなかった。そこで、それを示すために、王権―国家を表象する場が選ばれ、施策が実施される。この場合、羅城門が王権―国家の祈雨儀礼を実施する最もふさわしい場の一つとして選ばれたのである。
 
 
史料二は、 『続日本紀』 記すいま一例の「羅城門」の例である。
それは、宝亀六年（七七五）に遣唐大使に任じられていた佐伯今毛人が、唐に渡ることなく日本にいた 宝亀八年四月十七日に 立の暇乞いの拝謁（ 「辞見」 ）をして、いよいよ出発となったものの、羅城門にまで来ると 病と称して留まっ しまったこと 記す一文である。
 
 
ここでの羅城門は、唐に赴く遣唐使等一行が、京と別離 ること
を最も象徴的に示す場として機能してい
（註２）
。
 
 
残念ながら、遣唐大使の佐伯今毛人が、京の出立に際して平城京
正門である羅城門を通過する時、どのような儀礼が行われたかは不明である。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平城京図 
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しかし、羅城門で入京・出京の儀礼が行われていることは、 『大唐
和上東征伝』の記述からもわかる。
 
その経緯は、以下 ようであった。
 
天平勝宝六年甲午正月十三日丁未、副使従四位上大伴宿袮胡麻
呂、大和尚、筑紫大宰府に到ることを奏す。二月一日、難波に到る。唐の僧崇道等、迎ひ慰て供養す。三日、河内国に到る。大納言正二位藤原朝臣仲麻呂、 使を遣して迎慰す。 復、 道璿律師有り。弟子僧善談等を遣して、迎労す。復 高行の僧志忠 賢璟・霊福・曉貴等の三十余人有り。迎へ来て禮
謁す。四日、京に入る。勅し
て正四位下安宿王を遣して、羅城門の外に於て、迎慰拜労し、引て東大寺に入れて、安置す。
 
 
すなわち、天平勝宝六年（七五四）に 唐和上鑑真が、唐より来
日した折、筑紫大宰府を経て京にいたると、入京に際して「羅城門」の外で、鑑真の渡海し来日した多大の労苦を慰め、また拝 た（ 「迎慰拜労」 ）迎接儀礼が丁寧になされた上で、東大寺に安置しているのである。来日の一つの節目となるのが、入 であり、入京を象徴するのが羅城門 通過であったかことがうかがえる。
 
 
史料三は、唐使孫興進ら来日し、入京する 際し、 「京城門」 （＝
羅城門） 外の 「三橋」 の地 武官 る将軍らが騎兵や蝦夷を率いて、迎接の儀を行っていることを記している。
 
なお、この史料に「三橋」とあるが、この地は 『今昔物語』巻二
七―卅七の説話「狐、変大榲木被射殺語」に次のようにみえる「三橋」の地に他ならない。
 
今昔、□ノ比、春日ノ宮司ニテ中臣ノ□ト云フ者有ケリ。其レガ甥ニ中大夫 ト云フ者有ケリ。其レガ馬 食失タリケレバ、其レ求ムトテ、其ノ中大夫 従者一人ヲ具シテ、我レハ胡録掻負テ出ニケリ。 其ノ住ム所 名ヲバ奈良ノ京ノ南ニ三橋ト云フ所也ケリ。中大夫、其ノ三橋ヨリ出テ、東ノ山樣ニ求メ入テ、二三十町許行ケレバ、日モ暮畢テ夜ニ成ニケリ。
 
 
〈後略〉 。
 
 
これは、京が平城の地
を離れ、平安京に遷都した後の「三橋」の地を語る数少ない史料の一つである。
 
羅城門址のある大和
郡山市には、上三橋町・下三橋町の地名も残っている。 「下三橋遺跡」は、「羅城」と評価できる遺構も出土しており、 今日、平城京の南端が九条でなく十条であった可能性の
 
 
 
 
 
 
 
 
大和郡山市 「羅城」遺構の掘立柱 
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議論を左右する遺跡となっている
（註３）
。
 
 
『今昔物語』は、編
者未詳の院政期の説話集であるが、この説話は、平城京の正門にあたる羅城門がかつてあり、 規模は小とはいえ京の内と外を区分する標識でもある「羅城」を擬した構築物が存在していた「三橋」の地が、 院政期になると 「京の南」の地と記すだけの歴史の記憶 か残っていなかったことを示している。 「三橋」の地の変貌がここに読み取れる。
 
 
平城京の羅城門は、
さらにその後、佐保川の付け替えがなされる
と、羅城門の中心部分は破壊され、今日にいたっている。こうした点は、発掘調査によって羅城門の基壇の西端部分を検出したことから明らかになっている
（註４）
。
 
 ２
 
平安京の羅城門
 
  
平安京の羅城門に関する史料を正史にもとめると、次のような史
料を見出すことができる。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大和郡山市 平城京羅城門跡公園 大和郡山市 来生橋 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平安京図 
― 31 ― 
 
史料四、 『日本後紀』巻廿五逸文（ 『日本紀略』 ）弘仁七年（八一六）
八月己酉十六日条
 
夜大風、羅城門倒る。京中・諸国、また、被害多し。諸衛の見侍の者に禄を賜う。
 
 
史料五、 『続日本後紀』承和元年（八三四）六月甲午十五日条
 
吼説仁王経を紫宸殿 吼説す。常寧殿及び建礼門、八省院の諸堂、宮城の諸司諸局、東・西寺并羅城門、惣て是れ百講の座なり。
 
 
史料六、 『三代実録』貞観元年（八五九）十月十五日条
 
是の日の夜。神祇官、羅城門の前で祭事を修す。大甞會祭の有る故なり。
 
史料七、 『三代実録』仁和元年（八八五）四月廿六 条
 
是の日、仁王会を修す 紫宸殿より始めて、 殿の所司・十二門・羅城門・東西の寺、 合せて卅二所、五畿内七道 国に及ぶ。当日は同時に、朝夕二時、講修す。 〈後略〉 。
 
 
史料四は、羅城門が顛倒した記事である。顛倒した羅城門は、再
建されるが、天元三年（九八〇）七月九日、羅城門は暴風雨で再度損壊してしまうと、遂に修理することができなくなる。
 
 
史料五は、仁王般若経を講読し鎮護国家・除災招福を祈る法会で
ある仁王会が、羅城門でも実施されたことを記すもので、史料八も同様の史料である。
 
史料七は、神祇官が、羅城門で「祭事」を行ったことを記すもの
である。 「祭事」の内容は不明であるが、羅城での宗教儀礼は、以上に尽きるわけでない。
 
『延喜式』神祇三
 
臨時祭には、 「羅城御贖」の規定があり、罪や
身のけがれを贖うために金属製の人形代を用いて行う祓いの儀礼が「羅城」で執行されている。このように、羅城門は仏教・神祇 宗教儀礼が行われる場になっているが、 それは、 京への入り口であり、出口であるという羅城門の所在す 位置に由来す ものとみ 誤りないであろう。
 
 
こうした平安京の羅城門に関わる史料のうち、上述来の指摘と関
わらせていま少し検討を加えたいのは、史料四の羅城門の顛倒の記述である。
 
 
すなわち、史料四の『日本紀略』弘仁七年（八一六）八月十六日
条が記すように、平安京に入る際の正門にあたる特別の門でもあった羅城門が、この日 大風によって倒壊している。
 
桓武天皇は、羅城門が特別の門であり、王権―国家を象徴するも
のと想定したが故に 平安京を創建するにあたって、その偉容 を示すためにどれほどの高さにするかで、大い 悩んでいる。
 
このことを伝えるのは、 宇多天皇が醍醐天皇への譲位
 に際して書
き与えた訓戒書である『寛平御遺誡』の中の逸話であり、同様の逸
― 32 ― 
話が、 『宇治大納言物語』や『世継物語』にもあり、広く知られた逸話であった。
 
 
倒壊した羅城門は、再建されるが、天元三年 （九八〇）七月九日、
再び倒壊する。そのことを『日本紀略 は「九日、午後、大風暴雨、宮中の樹木、諸門・羅城門等顛倒。東西京の人宅、多く以って破損す」とし、さらに「十五日、夜大雨降り、洪水溢れ、東西の京中等の大河のごとし、舎屋の流損する 甚だ多し」とその被害の大きかったことを記 ている。
 
 
『栄華物語』は、この大災害を「今年いかなるにか（どういうわ
けか）大風吹き、なゐ（地震）などさへふりて、いとけうとましき（気味の悪い）ことのみあれば・・・」 （ 「巻二
 
花山たづぬる中納
言」 ）と記している。 の年、十一月二二日には 内裏も炎上しており、天元三年という年は、王権を象
徴する建造物を焼失した年とし
て記憶されるべき年であったはずである。
 
内裏は翌年十月に再建されるが、平安京の羅城門は円融朝におい
て暴風雨で再度損壊・顛倒を被ると、その後、修理・再建する動きがおこらず、王宮に通じ 京の正門―羅城門を欠いた「京都」となるのであり、その地は荒廃化の一途 たどることに る。
 
その後、 『小右記』治安三年（一〇二三）六月十一日条によれば、
藤原道長が法成寺造営に使うため、羅城門 石も利用しているこも知ることができ、復旧とはほど遠い状況になっていることがうかがえる。
 
『今昔物語』には、羅城門に関わる説話が二つ収められている。
一つは、 「玄象琵琶ヺ鬼ノ為ニ取ラレシ語」 （巻二四―二四語）であり、いま一つは、 「羅城門ノ上層ニ登リテ、 死人ヺ見ル盗人ノ語」 （巻二九―十八語）である。
 
はじめのそれは、管絃の道を極めた
源博雅が、鬼に盗まれた舶来
の琵琶の名器「玄象」を取り返すために、その音のする場に追る場面を記す中に出てくる。
 
博雅は、宮中の「衛門ノ陣（宜秀門
）ヺ出テ、南様ニ行クニ朱雀
門ニ至」り、なお、南に琵琶の音がするのでさらに南に行くと「楼観」が現れ、なお南に行くと「羅城門 に至った そこで博雅は、「門ノ下ニ立チテ聞クニ、門ノ上ノ層ニ玄象ヲ」弾いていることがわかった。その正体は、恐らく鬼であろうと思った博雅は、 「玄象」を天皇が探し求めていることを伝えると、鬼が返してくれた、とう説話である。
 
いまひとつは、摂津国から京へ盗みを目的にやってきた男の話で
ある。説話は、盗みをするには、まだ明るいので、京の玄関の羅城門で時間をつぶしている場面から始まる。
 
（今昔、攝津ノ国辺ヨリ盗セムガ為ニ京ニ上ケル男ノ、日ノ未ダ
明カリケレバ、羅城門ノ下ニ立隠レテ立テリケルニ ） 朱雀 方ニ人重ク行ケレバ、人ノ静マルマデト思テ、 待立 リケルニ山城ノ方ヨリ人共ノ数来タル音 シケレバ 其レニ不見エジト思テ、門ノ上層ニ和ラ掻ツリ登タリケ ニ、 見レバ、 火髴
ほのか
ニ燃シタリ。 〈後
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略〉 。
 
 
『今昔物語』が成
立した院政期には、すでに羅城門は無くなって久しい。しかし、羅城門は上層・下層の二階建 の構造物であること、朱雀大路をまっすぐ南下したところに羅城門があり、また、羅城門が「朱雀ノ方」と「山 ノ方」の境界に位置するものであることを二つの説話は記している。先に記した平城宮の羅城門の近くに所在した「三橋」の地の叙述 比べると、そ 歴史の記憶は、比較的詳しいものとなっていることがわかる。
 
 ３
 
記憶の中の羅城門
 
 嘉承二年（一一〇七）十二月十九日、因幡守だった平正盛は、源
氏棟梁であった源義家の子、源義親の追討使に任じられてい 。源義親が九州 狼藉をはたらき隠岐国
 へ流刑に処されたにも関わら
ず、出雲国で目代を殺害したためである。
 
翌嘉承三年 （八月改元し、 天仁元年
 
一一〇八） 正月十九日には、
正盛は義親と従類の首を切ったとの戦勝報告を都に入れ、二九日には、義親の首をもって凱旋・入京している。
 
その時の様子を、いくつかの史料が記すが、 『中右記』は、 「 （十九
日庚辰）天晴、今日但馬守正盛随身源義親首入洛」と記し、記主の藤原宗忠は、 「久我」 「鳥羽殿」 （伏見区）にまで出向いている。それは、西国街道を東進し 「久我」で宿した平正盛らが、朱雀大路に通じる鳥羽の作り
（註５）
を北進するこの日の凱旋パレードを見物する
ためでもあった。
 
 
同趣のことを記す史料は少なくなく、史料によっては、より子細
な記述となっている。 『平家物語』 （巻十一―一門大路渡）の次のような一節は、 『中右記』の記述では読み落とされてしまう事実 拾い上げる効果も含んでいる。
 
（元暦二年四月二六日）おなじき廿六日、平氏のいけどりども京へいる。みな八葉の車にてぞありける。前後のすだれをあげ、左右の物見をひらく。大臣殿（平宗盛）は淨衣をきたまへり。右衞門督（平清宗）はしろき直垂にて、車のしりにぞのられたる。平大納言時忠卿の車、おなじくやりつ
ゞく。子息讚岐中將時実も、
同車にてわたるべかりしが、現所勞とてわたされず。内藏頭（ ）信基は疵をかうぶ（ッ） たり かば、閑道より入にけ 。 〈中略〉 。見る人都のうちにもかぎらず、凡遠国近国、山々寺々より、老た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
京都市南区唐橋羅城門町 羅城門遺址 
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るも若きも、來たりあつまれり。鳥羽の南の門・つくり道・四塚までひしとつゞいて、いく千万といふかずをしらず
。
 
 
「一門大路渡」は、元暦二年（一一八五）三月の壇ノ浦合戦で大
惨敗をしたが、そこを生き残り、捕らえられた平氏一門が二六日に入洛した状況を描くものである。
 
下線を施した部分は、多くの人びとが入洛の様子を見物しようと
各地から集まり、 「鳥羽の南 門・つく 道・四塚」まで見物人で埋め尽くされたことを記している。見物人は、洛中も見物人でごった返し、それらの中には後白河法皇もおり、 「法皇は六条東洞院に御車をたてて叡覧あり。公卿殿上人の車ど 同じうたてならべたり」という状況であった。
 
洛外の見物人が立ち並んだ「鳥羽（殿・離宮）の南の門」 ・ 「 （鳥羽）
つくり道」は、上記の『中右記』の地と同じである。
 
それでは、 『中右記』の記述にはみえない「四塚」の地とはどこで
あるのか。実は、 「四塚」 地名は、 『平家物語』巻八―「樋口被討罰」にも出てくる平安京の朱雀大路南端の羅城門の旧址のあった地を含む地名な であ
（註６）
。
 
ということは、上記の記述は、 「四塚」の地を記すことで、生け捕
りされた平家一門が平安京の正面・正門にあたる羅城門 あった地を通って入京したこと含意させているのである。 「一門大路渡」の一節では、生き残った平家一門を「さらし者 として公開「処刑」す
る一面が強く描かれているが、壇ノ浦合戦を勝利した源義経の功を賞賛する凱旋パレードの一部分としての面も考慮しておくことが必要と思え 。
 
鳥羽離宮から四塚へ通じる「鳥羽の作り道」は、時として「劇場
空間」となり、都とその周辺の貴賤聖俗の人びとからの賞賛・羨望と罵声・冷笑等を浴びせられる空間であった。こうした場になりえたのは、京域の内外 象徴的に区分した平城京・平安京以来の羅城門の存在・機能した歴史があったからなのである。
 
 
註
 
註１
 
久米舞子「平安京羅城門の記憶」 （ 『史学』七六巻二・三号、
二〇〇七年十二月）は、こうした視点から平安京の羅城門の性格を論じた卓論である。小論は、 「大伴氏の没落と伴善男」 （ 『古代日本の勝者と敗者』吉川弘文館、二〇一四年） 、 「神泉苑と古代の御霊会－禁苑の変質とその契機」 （ 『専修大学人文科学研究所
 
月報』二五三号、二〇一一年）等で平安京の神泉苑や平安
宮の応天門などの景観・景物がもつ象徴性を検討してきた論の延長にあるものであるが、久米氏の論に屋上に屋を重ねた部分のあることを予めお断りしておきたい。
 
 註２
 
遣唐使等一行が、唐へ渡海する前段階の在京時の儀礼を取り
上げた研究に、矢野建一「遣唐使の派遣と春日山祭祀」 （ 『専修
― 35 ― 
大学東アジア世界史研究センター年報』第一号、二〇〇八年）がある。
 
 註３
 
発掘によって「羅城」の遺構として確認されたのは、東西方
向に列ぶ六基の柱穴＝掘立柱列と濠である（山川均
･佐藤亜聖
「平城京
･下三橋遺跡の調査成果とその意義」 『日本考古学』二
五、平成二〇年） 。掲載した写真は、その掘立柱列を復原したものである。
 
 註４
 
現在、羅城門の遺址は、佐保川にかかる「来生橋」から偲ぶ
しかない。
 
註５
 
鳥羽のつくり道については、 『徒然草』第百三十二段が、 「鳥
羽の作道は、鳥羽殿建てられての後の号 はあらず。昔よりの名なり。元良親王、元日の奏賀の聲 甚だ殊勝にして、大極殿より鳥羽の作道まで聞えけるよし、李部王の記に侍るとかや」と記すように、朱雀大路より羅城門を出て、南下する直道が古くさかのぼる道路であることを記していることが知られてい 。
 
 註６
 
その地名は、京都市南区四ツ塚町として現存して る。ちな
みに、四ツ塚町の西で接する羅城門址の石碑のある公園は、南区唐橋羅城門町であるが、 「唐橋」の地名が平城京の羅城門の所
在した地近くに「 （上・下） 三橋」と「橋」を共通する地名となっているのは偶然ではない。羅城門の南北に濠があり、そこに架かる橋が想定できる あろう
 
